
第3章併設された他の機関および施設

から賎業試験場内に設置されたものが少なくなか

った。

戦後農業情勢の大きな変化に伴って，新しい機

関や施設が相次いで設置されたが，それらのうち

には施設や用地の関係から，あるいは業務の性格

第1節普及関係機関および施設

1 ．農業技術浸透事務室

および指導農場

活改善の研修会場として建設された。場所は正門

を入ったすぐ･西側であった。そして10年後の41年

に農業大学校が石井町に設置され，その瀧内に農

家生活近代化センターが建設されるに及んで同年普及事業以前における農業技術の普及指導体制

で，昭和21年1月国の助成をうけて発足した。農

業試験場で研究改善した新しい技術を農家に普及

浸透させるのが目的で，農事試験場に「農業技術

浸透事務室」を置き，地区には「農業技術指導農

場」を設置した。

この組織は所管は県農務課であったが経営主体

が農事試験場にあり，その下部組織的な面を持ち

ながら技術の普及指導を行なっていたので，項を

改めて詳しく記述したところである。なお，県下

に19か所設置された指導農場のうち富岡の指導農

場だけは事務所を富岡分場におき，7町村151実践

班をその指導対象とした。
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試験場椛内に併設されていた蝋緑の家" （昭和40年）

2．徳島地区農業改良普及事務所 同センターに移った。 “みどりの家”はその後農芸

化学科が分析試料調盤室として利用していたが，

45年からはガスクロマトグラフを設置して腱薬残

留分析竈としても利用した。

昭和23年に普及事業が発足したが，徳島地区農

業改良普及事務所は当初しばらくいた徳島市万代

町の経済連倉庫管理事務所から同年農蕊試験場の

本館内の玄関右側の一室に事務室を移し， 29年3

月徳島市役所庁舎内に移転するまでの約6年間こ

こを徳!;§地区における普及活動の拠点とした。

4．徳島農業改良普及所

昭和40年に普及組織が改組されて広域普及所と

なり，名東名西地区および徳烏地区腱業改良普及

所が合併し徳脇農業改良普及所と改称した。それ

に伴って職員の数も蝋加し， これまで徳#》地区農

業改良普及所が撞かれていた新蔵町の旧合I司庁舎

の事務室では手狭になったため，同年4月に腱業

3．農村生活改善展示実験室

“みどりの家“

昭和31年に生活改良普及員の衣食住に関する4
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第3章併設された他の機関および施設

も事務室を共にしていた。昭和40年普及組織の改

組によって日和佐農業改良普及所海南支所となり，

43年3月海南分場と共に海南町多良に移り，同じ

建物の中にあって普及活動を行っている。

試験場の講堂に移ってきた。そして新しい合同庁

舎が完成した45年に再び移転した。

5．那賀中部地区農業改良
普及事務所

7．地方専技室

昭和23年に普及事業の発足によって，当初は県

内25農業地区にlか所ずつ農業改良普及事務所を

設けた。そのうちの一つ那賀中部地区腱業改良普

及事務所は，それまで富岡分場内に在った富岡農

業技術指導農場にかわって，設置と同時に同分場

に事務所を置いた。

しかし，事情によって26年4月1日に事務所を

他に移した。

農業改良普及事業の組織指導体制の整備強化お

よび普及職員の資質向上のための施策の一環とし

て，専門技術員の活動強化を図るため，国は地方

専技室を置くための予算措置を講じ， この制度が

発足した2年後の昭和47年に本県でもこれを設置

した。地方専技室は専門技術員の所属する組織の

分室として試験研究機関に設けるもので，分駐在

勤する指導活動の分担区域は原則として一農業地

域とされていたため，他府県では試験場の分場に

駐在する例が多かったが本県では農試本場にこれ

を設け，試験場職員3～4名を地方専技として兼

務発令していた。しかし事情により55年3月に廃

室となった。

6． 日和佐農業改良普及所

海南支所

海部南部地区農業改良普及事務所は，海部腱業

振興協議会が設立した園芸研究所内に昭和26年当

初から事務所を設け，海南園芸試験地となった後

第2節その他の機関

1 ．作物統計調査事務所試験係 20坪の建物を新築（旧園芸科の研究室）して発足

した。 しかし専用の研究室や施設の必要性から24

年11月の追加予算で農事試験場内に50坪の建物の

建設を決めた。 ところがその後の事情によって，

練兵場跡の徳島県農業総合指導所の加工部として

設澄されることに変更， これが完成した25年12月

に同所へ移った。

昭和22年に農林省の徳胎作物報告鵯務所の気象

感応試験（のち作況試験）が始まり，業務の性格

上農業試験場内にその事務所と試験圃場を設世し

た。当初楓当者は種芸部で机を並べていたが，の

ち農業機械収納室の一部を事務室とした。その後

名称を作物統計調査事務所試験係と変え， 46年に

は農業試験場の移転と共に石井町に移り，現在の

環境科の研究室に事務室を置いたが， 47年4月に

試験が廃止となった。

3．飼肥料検査所

明治43年に設置された肥料検査室は，昭和5年

万代町の新庁舎に移ってから昭和20年代まで，県

庁3階に分析室を構えていたが，行政庁舎内の実

験室は場違いの上に，亜硫酸ガスや水が洩れる事

故がおこったことなどから，昭和29年5月に農事

試験場の鵬内に検査施設を新設して移転， 37年か

らは飼料検査も併せて行うことになった。その後

2．農産加工指導所

農業経営に加工を取l)入れる必要から，昭和23

年12月に農産加工指導所が設立されたが，設撞に

適当な場所がなかったため，農事試験場の柵内に
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第3編膿業機械研修・教育機関など

年7月に藍住町に設置された農業機械化センター

は， 49年4月に農業試験場の構内に移って，研修

本館をはじめ運転練習コース，機械格納庫などが

建設された。そして58年4月に行政改革によって

農業試験場に統合され機械研修係となった。その

沿革，業務内容などについては研修機関の項で詳

試験場の石井町移転に伴い，検査所（農業経済課

飼肥料係）も本館3階に分析室を整備して移転，

昭和54年から農業改良課所管となって現在に至っ

ている。

4．農業機械化センター

述した。

県下に唯一の農業機械の研修機関として昭和40
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